
STATION

Cafe

地域包括支援センターへ
ご相談ください

うるま市役所　介護長寿課

もの忘れ？もの忘れ？ 認知症？認知症？

高齢者の介護、健康、暮らしなどの心配事は

名 称

医療についての相談

若年性認知症相談窓口 医療や年金・障がい者手帳等に関する情報が得られます

担 当 行 政 区 連 絡 先

うるま市では、地域ごとに地域包括支援センターを設置しており、それぞれの地域に根差した
支援を行っています

まずは
お電話
ください！

困ったときは

いまのうちに
できる予防方法を

知りたい

うるま市地域包括
支援センター
具志川 北

具志川、田場、赤野、宇堅、天願、昆布、栄野比、
川崎、西原、安慶名、上江洲、大田、みどり町１・２、 
みどり町３・４、みどり町５・６

☎972-3595

うるま市地域包括
支援センター
具志川 ひがし

上平良川、兼箇段、米原、赤道、江洲、宮里、喜仲、
平良川、川田、塩屋、豊原、高江洲、前原、志林川、
新赤道

☎974-4001

うるま市地域包括
支援センター
いしかわ

曙、南栄、城北、中央、松島、宮前、東山、港、伊波、
嘉手苅、山城、石川前原、東恩納、美原、旭 ☎965-6121

うるま市地域包括
支援センター
よなしろ

照間、与那城西原、与那城、饒辺、屋慶名、平安座、
桃原、上原、宮城、池味、伊計 ☎987-8220

うるま市地域包括
支援センター
かつれん

南風原、平安名、内間、平敷屋、津堅、浜、比嘉 ☎978-1551

もの忘れが気になりはじめてからどのような症状が出たときに、本人や家族などが、どこに、ど
のように相談したらよいか。また、どこで、どのような医療・介護サービスを受けたらよいのか
をあらかじめ整理したものです。

どこに相談
したらいいの？
病院？役所？

どういう
サービスが受け
られるの？

もの忘れが
あって
認知症が
心配・・・

かかりつけ医 現在、お世話になっているお医者さんの名称＆住所 ☎000-0000
医療と介護のご相談 中部地区医師会　在宅医療介護連携推進支援センター ☎936-8112

認知症に関する
鑑別診断・治療
等のご相談 国立病院機構 琉球病院うるま市認知症初期集中

支援推進事業協力医療機関

沖縄県認知
症疾患医療
センター

☎975-6122特定医療法人アガペ会 北中城若松病院

☎895-1765琉球大学医学部附属病院

☎968-2133

窓　口 連　絡　先

新オレンジサポート室 宜野湾市普天間1-9-3（宜野湾市地域包括支援センターふてんま内）☎943-4085
年末年始祝祭日除く月～土(10時～15時）☎0800-100-2707若年性認知症コールセンター

全圏域

中部圏域

208mm 208mm210mm 210mm

①⑧

まずはもの忘れチェックをしてみよう！！

もの忘れがひどい

なぜ早期発見が重要？？

早期治療で改善も期待できる
早期発見に
よる3つの
メリット

“家族がつくった”認知　症・早期発見のめやす

認知症の原因になる病気はさまざまですが、早
期に発見し早期に治療をはじめることで、改善
が期待できるものもあります。

認知症はある日、突然おこる病気ではありません。もの忘れが気になりなじめ、徐々に進行し、認知
症が発症する前には、軽度認知障害（MCI）と呼ばれる正常な状態と認知症の中間のような状態
があります。
MCIはそのまま放置してお
くと症状が悪化する可能性
があり、５年間で約40%が認
知症を発症するといわれて
います。しかし一方では、早
めに適切な予防対策（生活
習慣の見直しや脳トレ等）や
治療を行うことで、14%～
44%の方が改善する可能性
があると確認されています。

□今切ったばかりなのに電話の
相手の名前を忘れる

□同じことを何度も言う・問う・
する

□しまい忘れ置き忘れが増えい
つも探し物をしている

□財布・通帳・衣類などを盗まれ
たと人を疑う

日常の暮らしの中で、認知症ではないかと思われる言動を、「家族の会」の会員の経験からまとめたものです。医学　的な診断基準ではありませんが、暮らしの中での目安として参考にしてください。
いくつか思い当たることがあれば、かかりつけ医などに相談してみることがよいでしょう。

人柄が変わる
□些細なことで怒りっぽく
なった

□周りへの気づかいがなくなり
頑固になった

□自分の失敗を人のせいにする

□「このごろ様子がおかしい」と
周囲から言われた

判断・理解力が衰える
□料理・片付け・計算・運転など
のミスが多くなった

□新しいことが覚えられない

□話のつじつまが合わない

□テレビ番組の

内容が理解で

きなくなった

非認知症

移行率
１年で10％
５年で40％

健常者
軽度
認知症

中度
認知症

重度
認知症ＭＣＩ

回復率
14％～44％

認知症

多くの診断が
このタイミングで行われている

メリット１

②

進行を遅らせることができる 事前にさまさまな準備ができる

“家族がつくった”認知　症・早期発見のめやす

認知症による変化は、ゆっくり現れることが多く、周りが気づく場合も多いものです。家族や身近な人でも
チェックができます！！半年から１年前の状態と現在を比べてみるとよいでしょう。

認知症の原因になる病気はさまざまですが、早
期に発見し早期に治療をはじめることで、改善
が期待できるものもあります。

認知症の症状が悪化する前に適切な治療やサ
ポートを行うことによって、その進行のスピード
を遅らせることができる場合があります。

早期発見によって、症状が軽いうちに本人や家族
が話し合い、今後の治療方針を決めたり、利用で
きる制度やサービスを調べたりする「認知症に向
き合うための準備」を整えることができます。

認知症はある日、突然おこる病気ではありません。もの忘れが気になりなじめ、徐々に進行し、認知症が発症す
る前には、軽度認知障害（MCI）と呼ばれる正常な状態と認知症の中間のような状態があります。
MCIはそのまま放置しておくと症状が悪化する可能性があり、５年間で約40%が認知症を発症するといわれ
ています。しかし一方では、
早めに適切な予防対策（生
活習慣の見直しや脳トレ
等）や治療を行うことで、
14%～44%の方が改善する
可能性があると確認されて
います。

日常の暮らしの中で、認知症ではないかと思われる言動を、「家族の会」の会員の経験からまとめたものです。医学　的な診断基準ではありませんが、暮らしの中での目安として参考にしてください。
いくつか思い当たることがあれば、一応専門家に相談してみることがよいでしょう。

判断・理解力が衰える
□料理・片付け・計算・運転など
のミスが多くなった

□新しいことが覚えられない

□話のつじつまが合わない

□テレビ番組の

内容が理解で

きなくなった

意欲がなくなる
□下着を替えず、身だしなみを
構わなくなった

□趣味や好きなテレビ番組に興
味を示さなくなった

□ふさぎ込んで
何をするのも
おっくうがり、
いやがる

時間・場所がわからない
□約束の日時や場所を間違える
ようになった

□慣れた道でも迷うことがある

不安感が強い
□ひとりになると怖がったり寂
しがったりする

□外出時、持ち物を何度も確か
める

□「頭が変になった」と本人が訴
える
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【早期発見と病状の進行】
正常老化正常老化

MCI

MCIを早期発見し、
介入した場合：回復

MCIを早期発見し、
介入した場合：機能維持

５年経っても
半数はMCIの
状態にとどまる。

認知症発症後に
治療開始した場合

治療しなかった
場合

理想的な健康寿命の
まっとう

発見・介入

発見・介入

発見・介入

認知症

メリット３メリット２
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